
鈴
木
　
市
長
の
公
約
の
３
つ
の
柱
が

施
政
方
針
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
く
の

か
を
伺
う
。
❶
「
市
民
幸
福
度
向
上
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
」
に
つ
い
て
。
❷
「
市
民

と
職
員
が
対
話
で
き
る
市
役
所
づ
く

り
」
に
つ
い
て
。
❸
「
市
民
参
画
で
策

定
す
る
小
金
井
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
。

市
長
　
❶
市
民
と
行
政
と
の
対
話
を

通
じ
、
市
が
抱
え
る
諸
問
題
を
乗
り
越

え
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
小
金
井
市
と
な

る
よ
う
着
実
に
歩
み
を
進
め
、
で
き
る

も
の
は
こ
の
１
年
間
で
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。
❷
市
役
所
で

仕
事
を
し
て
い
る
約
千
人
の
方
々
が
本

気
で
意
識
改
革
を
行
い
、
対
話
を
重
視

す
れ
ば
、
市
政
は
大
き
く
変
わ
る
と
確

信
し
て
い
る
。
❸
目
指
し
て
い
る
の
は
、

計
画
の
先
を
越
え
て
い
く
未
来
を
考
え

る
こ
と
で
あ
り
、
今
何
が
課
題
か
市
民

と
行
政
が
互
い
に
向
き
合
い
議
論
す
る

こ
と
で
見
え
て
く
る
。
そ
の
取
組
が
市

政
の
課
題
解
消
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

斎
藤
　
西
岡
市
長
は
、
❶
小
金
井
市

の
財
政
状
況
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
❷
固
定

資
産
税
・
法
人
市
民
税
の
改
善
の
た
め
、

一
例
で
良
い
か
ら
具
体
策
を
示
す
べ
き
。

市
長
　
❶
歳
入
は
、
法
人
市
民
税
・

固
定
資
産
税
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

歳
出
は
民
生
費
や
教
育
費
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。
❷
貴
重
な
税
金
の
市
民

へ
の
還
元
率
が
向
上
す
る
よ
う
、
議
会
、

市
民
、
職
員
と
力
を
合
わ
せ
て
い
く
。

百
瀬
　
❶
新
た
な
歳
入
の
確
保
、
歳

入
構
造
の
改
善
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。
❷
特
定
緊
急
輸
送
道
路
の
沿
道
建

築
物
で
、
都
市
計
画
の
変
更
で
耐
震
化

が
困
難
に
な
っ
た
物
件
に
対
し
て
は
、

行
政
が
積
極
的
に
解
決
を
目
指
す
べ
き
。

市
長
　
❶
小
金
井
の
魅
力
を
発
信
し
、

働
く
世
代
、
若
い
世
代
の
定
住
人
口
の

増
加
を
目
指
し
た
い
。
❷
所
有
者
の
責

任
と
判
断
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

最
大
限
、
支
援
、
補
助
に
努
め
る
。

渡
辺
（大）
　
❶
市
長
は
職
員
削
減
を
公

約
し
て
当
選
し
た
が
、
何
人
の
正
規
職

員
を
削
減
す
る
の
か
。
❷
６
施
設
の
複

合
化
で
、
市
庁
舎
や
福
祉
会
館
の
建
設

を
先
送
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

緊
急
性
が
高
い
市
庁
舎
と
福
祉
会
館
の

複
合
建
築
を
優
先
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
市
庁
舎
は
床
面
積
縮
減
を
。

市
長
　
❶
現
時
点
で
軽
々
に
明
確
な

目
標
値
は
言
え
な
い
。
❷
６
施
設
の
複

合
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

田
頭
　
❶
食
品
の
放
射
能
の
影
響
は

半
減
す
る
の
に
30
年
か
か
る
。
市
民
測

定
事
業
の
必
要
性
、
継
続
に
つ
い
て
伺

う
。
❷
玉
川
上
水
沿
い
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

の
整
備
と
共
に
、
排
ガ
ス
の
影
響
や
毛

虫
の
被
害
か
ら
桜
を
守
っ
て
き
た
多
様

な
樹
木
と
の
共
生
も
考
え
な
い
か
。

市
長
　
❶
老
朽
化
に
伴
う
代
替
機
器

も
検
討
し
た
い
。
継
続
し
て
取
り
組
む
。

❷
ケ
ヤ
キ
と
桜
の
共
存
が
極
め
て
難
し

い
。
何
も
し
な
い
と
桜
が
枯
死
す
る
。

林
　
❶
都
市
計
画
道
路
の
第
四
次
事

業
化
計
画
案
と
本
市
の
各
種
計
画
と
の

整
合
性
と
、
市
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て

伺
う
。
❷
平
和
の
日
記
念
行
事
に
つ
い

て
、
子
ど
も
も
含
め
た
幅
広
い
市
民
と

と
も
に
企
画
を
行
わ
な
い
か
。

市
長
　
❶
東
京
都
が
独
自
に
決
定
し
、

市
が
判
断
す
る
立
場
に
な
い
。
個
別
の

事
前
説
明
会
開
催
は
な
い
と
聞
い
て
い

る
。
❷
子
ど
も
た
ち
に
平
和
の
尊
さ
を

伝
え
る
取
組
は
行
っ
て
い
き
た
い
。

片
山
　
❶
西
岡
市
長
と
稲
葉
前
市
長

の
違
い
は
何
か
。
❷
自
治
基
本
条
例
制

定
の
方
針
は
。
❸
安
保
法
制
や
脱
原
発

へ
の
国
の
動
向
と
国
民
の
声
を
ふ
ま
え
、

市
長
の
決
意
を
。
❹
子
ど
も
の
権
利
条

例
を
政
策
の
基
礎
と
せ
よ
。

市
長
　
❶
継
承
、
見
直
し
、
新
た
な

取
組
の
視
点
を
持
つ
。
❷
今
後
検
討
す

る
。
❸
戦
争
放
棄
の
精
神
は
守
る
。
原

発
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
省
エ
ネ
と
再
エ
ネ

を
拡
充
。
❹
趣
旨
に
沿
い
事
業
を
推
進
。

坂
井
　
❶
市
民
と
の
対
話
は
い
つ
行

う
の
か
。
❷
障
害
者
差
別
解
消
法
施
行

に
伴
う
条
例
制
定
の
時
期
と
当
事
者
・

市
民
の
声
の
反
映
方
法
は
。
❸
施
政
方

針
に
含
ま
れ
な
い
女
性
政
策
の
方
針
は
。

市
長
　
❶
２
０
１
６
年
度
か
ら
よ
り

地
域
と
密
に
対
話
で
き
る
場
を
設
け
る
。

❷
多
く
の
課
題
を
整
理
し
、
自
立
支
援

協
議
会
の
協
議
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

❸
本
市
の
男
女
平
等
政
策
は
先
進
市
と

考
え
る
が
、
更
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

露
口
　
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
の
あ
る
武

蔵
小
金
井
南
口
第
１
地
区
１
―
Ⅲ
街
区

で
は
、
地
権
者
間
の
管
理
規
約
が
結
ば

れ
て
い
な
い
。
農
業
祭
や
阿
波
お
ど
り

大
会
の
際
、
ホ
ー
ル
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
コ
ー
ト
と
の
一
体
利
用
に
難
が
あ
る
。

開
館
５
周
年
記
念
行
事
に
当
た
り
、
地

権
者
と
管
理
規
約
締
結
の
話
合
い
を
。

市
長
　
管
理
規
約
が
結
ば
れ
て
い
な

い
こ
と
で
大
き
な
支
障
は
な
い
と
感
じ

て
い
る
が
、
締
結
に
向
け
て
努
力
す
る
。

中
山
　
市
長
の
目
指
す
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
は
。
基
本
計
画
と
の
整
合
性
は
。

市
長
　
ふ
る
さ
と
小
金
井
の
新
し
い

時
代
を
築
き
上
げ
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
た
い
。
基
本
計
画
は
大
変
重

要
な
も
の
で
、
整
合
を
き
ち
ん
と
図
り

つ
つ
私
が
掲
げ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、

更
に
そ
の
先
を
見
据
え
た
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
作
り
に
取
り
組
み
た
い
。
詳
細

は
現
在
検
討
中
で
、
具
体
的
な
取
組
は

適
切
に
必
要
な
時
期
に
示
し
た
い
。

中
根
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
武
蔵
小
金
井
駅

か
ら
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
ま
で
の
バ
ス

路
線
開
通
の
際
、
利
用
者
を
通
過
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
小
金
井
に
結
び
つ
け
経

済
的
効
果
も
得
た
い
。
市
長
の
考
え
は
。

市
長
　
利
用
者
を
小
金
井
市
の
観
光

に
結
び
つ
け
る
た
め
の
取
組
は
極
め
て

重
要
で
、
観
光
協
会
、
商
工
会
、
農
業

者
団
体
等
と
連
携
を
強
め
、
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

湯
沢
　
市
長
は
「
子
育
て
環
境
日
本

一
」
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
の
か
。

市
長
　
平
成
29
年
４
月
の
保
育
所
待

機
児
童
ゼ
ロ
の
達
成
、
学
童
保
育
の
待

機
児
童
ゼ
ロ
の
維
持
、
学
校
給
食
で
の

地
場
野
菜
の
活
用
推
進
に
取
り
組
む
。

湯
沢
　
待
機
児
童
ゼ
ロ
は
子
育
て
環

境
の
最
優
先
課
題
。
給
食
へ
の
地
場
野

菜
の
使
用
推
進
は
私
も
以
前
か
ら
要
望

し
て
き
た
。
是
非
お
願
い
し
た
い
。

吹
春
　
❶
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
関

係
団
体
と
協
力
し
策
定
す
る
と
は
ど
の

よ
う
な
計
画
か
。
❷
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

に
過
去
の
経
験
は
い
か
さ
れ
る
か
。
具

体
的
に
今
ま
で
と
違
う
点
は
あ
る
か
。

市
長
　
❶
週
１
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
市
民
の
比
率
を
目
標
設
定
す
る
。

教
育
委
員
会
と
も
協
力
し
市
民
、
議
会

の
声
も
い
か
し
作
り
上
げ
た
い
。
❷
初

勝
利
を
目
指
し
た
い
。
内
容
は
鋭
意
検

討
す
る
。
オ
ー
ル
小
金
井
で
取
り
組
む
。

遠
藤
　
❶
全
庁
一
丸
と
な
っ
た
行
財

政
改
革
を
進
め
て
い
く
覚
悟
は
。
❷
都

市
農
業
を
守
る
た
め
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
。
❸
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定

感
、
自
尊
感
情
の
向
上
を
。

市
長
　
❶
第
２
次
小
金
井
市
人
材
育

成
基
本
方
針
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
大
切
に

進
め
て
い
く
。
❷
小
金
井
市
農
業
振
興

計
画
に
よ
り
、
農
業
者
支
援
を
進
め
る
。

❸
道
徳
科
の
授
業
の
充
実
と
、
褒
め
て

認
め
る
思
い
や
り
の
心
を
育
て
て
い
く
。

紀
　
❶
都
市
農
業
推
進
基
本
法
が
制

定
さ
れ
、
緑
地
の
保
全
や
防
災
か
ら
も
、

農
地
の
役
割
は
大
き
い
が
、
都
市
農
業

と
ま
ち
づ
く
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
実

現
す
る
の
か
。
❷
都
市
計
画
道
路
（
第

四
次
事
業
化
計
画
案
）
へ
の
市
民
の
不

安
に
対
し
、
説
明
会
を
開
催
し
な
い
か
。

市
長
　
❶
国
や
都
の
動
き
に
注
視
し
、

地
の
保
全
に
努
め
て
い
き
た
い
。
❷
東

京
都
の
事
業
で
あ
り
、
東
京
都
が
主
体

的
に
判
断
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

宮
下
　
市
長
は
、「
基
礎
的
自
治
体

の
使
命
は
住
民
福
祉
の
向
上
で
あ
る
」

と
の
内
容
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。

大
事
な
こ
と
は
、
自
治
体
の
使
命
と
い

う
表
現
で
は
な
く
、
市
長
自
身
が
住
民

福
祉
の
向
上
を
自
ら
の
使
命
だ
と
自
覚

を
し
て
い
る
か
ど
う
か
だ
が
、
見
解
は
。

市
長
　
基
礎
的
自
治
体
の
使
命
で
あ

る
以
上
、
市
長
の
自
覚
と
し
て
も
住
民

福
祉
の
向
上
が
極
め
て
重
要
だ
と
い
う

森
戸
　
昨
年
成
立
し
た
安
保
法
制
は
、

憲
法
違
反
と
の
声
が
広
が
っ
て
お
り
、

市
議
会
で
も
２
年
間
で
５
本
の
意
見
書

が
可
決
さ
れ
た
。
市
長
は
安
保
法
制
に

反
対
す
る
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い

る
が
、
廃
止
を
求
め
て
い
か
な
い
か
。

市
長
　
安
保
法
制
は
合
憲
か
違
憲
か

両
論
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
国

に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
一
地
方
自
治
体
と
し
て
反
対
す
る

立
場
で
は
な
い
。

関
根
　
都
市
計
画
道
路
問
題
に
つ
い

て
、
市
長
が
市
民
の
意
見
を
聴
く
場
を

持
ち
、
市
民
の
意
見
を
酌
ん
で
、
反
対

の
立
場
を
東
京
都
に
表
明
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
東
京
都
の
事
業
と
し
て
都
が

独
自
に
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
施
行

路
線
の
選
定
に
つ
い
て
市
が
判
断
で
き

る
立
場
に
な
い
。
頂
い
た
意
見
等
も
参

酌
し
つ
つ
、
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、

東
京
都
の
事
業
と
し
て
都
が
独
自
に
判

思
い
は
当
然
持
っ
て
い
る
。

小
林
　
❶
平
和
に
対
し
て
子
ど
も
た

ち
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
平
和
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
な

い
か
。
❷
市
内
の
大
学
、
高
校
、
中
学

校
の
管
楽
、
弦
楽
ク
ラ
ブ
を
一
堂
に
会

し
た
音
楽
祭
を
開
催
し
、
文
化
芸
術
活

動
を
推
進
し
な
い
か
。
❸
「
い
じ
め
ゼ

ロ
」
へ
の
認
識
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

市
長
　
❶
是
非
、
研
究
し
た
い
。
❷

学
校
現
場
の
意
見
も
頂
き
な
が
ら
研
究

し
た
い
。
❸
全
力
で
取
り
組
む
。

渡
辺
（ふ）
　
福
祉
会
館
は
障
が
い
者
や

高
齢
者
等
71
団
体
が
登
録
し
、
年
間
９

万
人
以
上
の
利
用
者
が
完
成
を
待
っ
て

い
る
。
❶
平
成
31
年
度
の
完
成
を
約
束

し
て
い
た
市
民
に
対
し
、
説
明
会
の
開

催
を
。
❷
い
つ
完
成
す
る
の
か
。
❸
福

祉
会
館
以
外
の
施
設
を
複
合
化
し
て
は
。

市
長
　
❶
複
合
化
案
で
民
意
を
頂
い

た
。
し
か
る
べ
き
時
期
に
直
接
対
話
す

る
。
❷
現
時
点
で
は
示
せ
な
い
。
❸
６

施
設
複
合
化
の
検
証
が
自
分
の
責
任
だ
。

断
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

板
倉
　
福
祉
会
館
を
含
む
公
共
施
設

の
複
合
化
は
、
い
つ
ま
で
に
見
通
し
を

立
て
る
考
え
か
。
一
定
の
方
向
性
を
６

月
議
会
に
示
す
べ
き
。

市
長
　
６
施
設
の
複
合
化
に
つ
い
て
、

そ
の
実
現
性
等
を
検
証
し
て
い
く
庁
内

組
織
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。
検

証
期
間
は
現
時
点
で
申
し
上
げ
る
状
況

に
は
な
い
。
検
証
を
進
め
る
中
で
、
そ

の
他
の
方
策
も
考
え
て
い
き
た
い
。

水
上
　
平
成
29
年
４
月
に
待
機
児
童

ゼ
ロ
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
が
、
今
年
度
、
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に

す
る
た
め
に
、
保
育
所
の
増
設
な
ど
を

ど
う
す
る
の
か
。

市
長
　
４
月
の
待
機
児
童
の
状
況
を

確
認
し
、
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
は
迅

速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
今
後
の
保

育
園
の
開
設
に
際
し
て
は
、
必
要
な
追

加
予
算
を
補
正
予
算
と
し
て
提
案
す
る

こ
と
に
な
る
。

平成28年度施政方針に対する各会派の質疑（日曜議会）
※原稿は市長の答弁も含めて各議員が作成しています。

小
金
井
市
議
会

民
主
党

こ
が
ね
い
市
民
会
議

自
由
民
主
党

小
金
井
市
議
団

小
金
井
市
議
会

公
明
党

日
本
共
産
党

小
金
井
市
議
団

リ
ベ
ラ
ル
保
守
の
会

生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

緑
・
市
民
自
治

こ
が
ね
い

小
金
井
自
由
民
主
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